
「大阪の教育力」向上プラン実施状況（高校関係のみ一部抜粋）
基本方針２　すべての府立高校が魅力を高めあい「入ってよかった」と言われる学校をめざします
	重点項目５　特色づくり･再編整備の成果と課題を踏まえた府立高校の充実



【目標】

	特色づくり・再編整備の成果と課題の状況を踏まえた府立高校の特色化をさらに進め、多様性を拡大するとともに、中学生の幅広い進路選択を可能とするよう制度改善を進めることにより、府立高校を中学生にとって一層魅力ある「入りたい学校」とする。


【主な取組み】
	項目
	目標

(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度末までの実績（一部予定を含む）

	①新たな専門学科や専門コースの設置
	進学指導特色校など、専門学科の併置校の増加
	増加

(H25年度)
	―
	○H23年度：進学指導特色校10校（文理学科･普通科併置）を発足

	
	
	
	―
	○H23年度：摂津高校に体育科を設置

○H25年度：和泉高校に国際科（グローバル科）、布施北高校に総合学科（デュアル総合学科）を設置予定

	
	専門コース設置校の増加
	24校増

(H24年度)
	―
	○H22年度：８校設置

○H23年度：９校設置

○H24年度：５校設置　　計22校

	②教育センター附属研究学校の設置
	教育センター附属研究学校の設置
	設置

(H23年度)
	―
	○H23年度：教育センター附属高校を開校


	項目
	目標

(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度末までの実績（一部予定を含む）

	③特色づくり・再編整備校への支援方策の充実
	各特色づくり・再編整備校の教育活動への支援
	支援

(H21年度)
	総合学科の拡充

普通科への総合選択制の導入(２校)

全日制普通科単位制高校の設置(１校)
	○H21年度：「特色づくり･再編整備計画」に基づくすべての学校を開設

（⇒H23年度末に一期生が卒業）

	
	改革の進行に伴う成果と課題の把握・検討
	成果と課題の把握・検討

(H21年度)
	中学校アンケートを計画
	○H21年度：中学校アンケートを実施し、結果をHPに掲載

	
	特色づくり・再編整備校の広報の充実
	広報の充実

(H21年度)
	パンフレットを作成し、府内全公立中学３年生に配付
	○H21年度：改編した新タイプの高校についてHPに掲載

	④学校規模の弾力化
	普通科の学校規模を弾力化
	１学年６～10学級程度
(H21年度)
	１学年６～８学級に設定
	○H22年度選抜：募集学級数を１学年６～９学級で設定
○H23年度選抜：募集学級数を１学年６～10学級で設定
○H24年度選抜：募集学級数を１学年５～10学級で設定

	⑤入学者選抜制度の改善
	前期選抜と後期選抜の募集人員の比率の見直し
	後期選抜の比率の上昇
(H23年度)
	67.7％
	○H22年度選抜：64.5％

○H23年度選抜：74.4％（普通科総合選択制を前期から後期へ移行）

○H24年度選抜：73.7％


基本方針２　すべての府立高校が魅力を高めあい「入ってよかった」と言われる学校をめざします

	重点項目６　幅広い教育ニーズに応える教育内容の充実




【目標】

	生徒の幅広いニーズや様々な教育課題に対応し、各学校が、先進的な取組みや地域・社会と連携した教育等を推進し、教育内容の充実を図るとともに、その成果を発信し共有化することにより、各学校をすべての生徒にとって「入ってよかった学校」とする。


【主な取組み】

	項目
	目標
(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度末までの実績（一部予定を含む）

	①学校の個性化推進
	学校提案型の個性化推進事業により府立高校の一層の個性化の推進
	個性化の推進

（H21年度）
	―
	○H21年度：学校提案型個性化推進事業を実施（41校指定）

○H22年度：学校教育課題解決プロジェクト事業を実施（８校指定）

※H23年度から「校長マネジメント推進事業」に移行

	
	理数教育の拠点化
	拠点化

（H25年度）
	SSH指定

府立校５校
	○H21年度：SSH指定府立校６校

○H22年度：SSH指定府立校９校

○H23年度：SSH指定府立校10校

	
	国際科学オリンピックの入賞
	入賞

（H25年度）
	参加応募者

35名

全国大会入賞者4名
	○H21年度：参加応募者111名、全国大会入賞者２名
○H22年度：参加応募者147名、全国大会入賞者２名

○H23年度：（調査中）

	
	将来、日本を代表するトップアーティスト・アスリート等の育成
	育成

（H25年度）
	－
	○H21年度：スーパーインストラクター招聘27件

○H22年度：スーパーインストラクター招聘10件

○H23年度：スーパーインストラクター招聘19件

	項目
	目標
(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度末までの実績（一部予定を含む）

	②土曜日等の補習・講習の支援
	補習・講習を必要とするすべての学校の支援
	支援

(H25年度)
	66校

	○H21年度：補習等を実施する学校75校

○H22年度：補習等を実施する学校77校

○H23年度：補習等を実施する学校79校

	③高大連携の推進
	府教育委員会と連携協力協定を結ぶ大学の増加
	倍増(28大学)をめざす

(H25年度)
	15大学
	○H21年度：連携協力協定締結18大学

○H22年度：連携協力協定締結20大学
○H23年度：連携協力協定締結21大学

	
	高大連携の実施
	全府立高校をめざす

(H25年度)
	70％
	○H21年度：高大連携実施70％

○H22年度：（調査実施せず）

○H23年度：（調査中）

	④中高一貫教育の拡大
	新たな地域での中高一貫教育の実施
	新たな地域での実施

(H23年度)
	―

(能勢地域で実施)
	○H23年度：柏原地域において中高一貫教育を開始（柏原東高校）

	⑤ものづくり教育をはじめとした産業教育の活性化
	府立工科高校の活性化
	活性化

(H25年度)
	―
	○H21年度：ものづくり教育コンソーシアム大阪を設置

	
	公立大学法人大阪府立大学へ移管
	移管

(H23年度)
	―
	○H23年度：府立工業高等専門学校を公立大学法人大阪府立大学へ移管

	
	農業教育分野における農業高校の拠点的機能の充実
	充実

(H25年度)
	―
	○H21～23年度：農業教育ネットワークの構築の検討


	項目
	目標
(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度末までの実績（一部予定を含む）

	⑥定時制・通信制の活性化
	定時制教育の充実
	充実

(H25年度)
	―
	○H21年度：定通チャレンジ事業（国事業）３校指定

○H22年度：定通チャレンジ事業（国事業）３校指定
○H23年度：定時制全校で組織する大阪府産業教育調査研究会定時制教育部会において、定時制教育の改善・充実を図るため、調査研究を実施

	
	聴講講座（ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ）の開設
	全定時制・

通信制

(H21年度)
	５／18校
	○H21年度：定時制･通信制18校全校で聴講講座を実施

	
	通信制の機能強化
	機能強化

(H25年度)
	定通併修制度の実施
	○H21～23年度：通信制の教育環境の整備、拡充・機能強化について研究


基本方針２　すべての府立高校が魅力を高めあい「入ってよかった」と言われる学校をめざします

	重点項目７　生徒の「自立・自己実現」の支援




	【目標】

生徒の「自立・自己実現」を支援する取組みを充実し、生徒が安心して学べ、夢をかなえることができる学校づくりを進めることにより、生徒の学校生活における満足度、自己の成長についての充実感を向上させる。


【主な取組み】

	項目
	目標
(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度末までの実績（一部予定を含む）

	②府立高校における支援教育の推進
	支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ-の指名
	全府立高校

(H24年度)
	38／148校
	○H23年度：全府立高校で支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ-を指名（139／139校）

	
	校内委員会の設置
	全府立高校

(H24年度)
	90／148校
	○H23年度：全府立高校で校内委員会を設置（139／139校）

	
	個別の教育支援計画の作成・活用
	全府立高校

（H25年度）
	7／148校
	○H21年度：個別の教育支援計画を作成･活用している府立高校33／146校

○H22年度：個別の教育支援計画を作成･活用している府立高校43／142校

○H23年度：個別の教育支援計画を作成･活用している府立高校46／139校

	
	個別の指導計画の作成・活用
	全府立高校

（H25年度）
	14／148校
	○H21年度：個別の指導計画を作成･活用している府立高校45／146校

○H22年度：個別の指導計画を作成･活用している府立高校51／142校

○H23年度：個別の指導計画を作成･活用している府立高校53／139校


	項目
	目標
(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度末までの実績（一部予定を含む）

	③生徒支援体制の充実
	ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ･ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ（SCSV）の効果的な配置
	効果的な

配置

(H25年度)
	30／165校
	○H23年度：要望校にスクールカウンセラー(臨床心理士)を配置145／155校

	
	教育相談研修生の受入れ
	５大学20名の受入れ

（H23年度）
	―
	○H21年度：臨床心理士をめざす大学院生の実習受入れ２大学10人

○H22年度：臨床心理士をめざす大学院生の実習受入れ３大学９人

○H23年度：臨床心理士をめざす大学院生の実習受入れ２大学７人

	
	学校・警察相互連絡制度の充実
	充実

（H25年度）
	府立学校191校で連絡担当者を指定
	○H21年度：連絡担当者を指定している府立学校187校
○H22年度：連絡担当者を指定している府立学校183校

○H23年度：連絡担当者を指定している府立学校180校

	④キャリア教育の推進
	キャリア教育推進研究校を指定し、その成果を普及
	全府立高校に普及

(H21年度)
	―
	○H21年度：府立高校就職・就学支援事業を実施（10校指定）
○H22年度：キャリア教育ワーク集「１６才からの“シューカツ”教本」を作成･配付

○H23年度：「実践的キャリア教育・職業教育」支援事業を実施（58校指定）

	⑤中退防止の取組み
	中退の防止
	中退率2.0％をめざす

（H25年度）
	2.5％
	○H21年度：府立高校（全日制の課程）の中退率1.6％


基本方針6　学校の組織力と学校へのチーム支援を強化します
	重点項目21　府立学校の組織的な運営と自立的取組みの支援




【目標】

	・校長の学校経営力を高めリーダーシップの発揮に向けた支援を充実する。

・府教育委員会の「学校経営支援チーム」の機能を拡充し、外部人材、関係機関等とも連携したチームによる学校支援体制を確立する。

・全府立学校で授業評価を実施することにより、府立学校の自立的取組みを進める。


【主な取組み】
	項目
	目標
(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度末までの実績（一部予定を含む）

	①予算面、人事面での校長の裁量権の拡大
	予算面での校長の裁量権の拡大
	拡大

（H25年度）
	＜校長裁量予算＞

1校あたり75万円、定通併置校等は90万円が上限
	○H21年度：1校あたり75万円、定通併置校等は90万円が上限

○H22年度：1校あたり65万円、定通併置校等は75万円が上限

○H23年度：1校あたり100万円、定通併置校等は150万円が上限

	②府立学校経営研究発表大会の開催
	発表校数の増加
	累積発表校数　30校以上

(H25年度)
	―
	○H21年度：府立学校経営研究発表大会で３校発表

○H22年度：府立学校経営研究発表大会で９校発表

○H23年度：府立学校経営研究発表大会で８校発表　（累積20校）


	項目
	目標
(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度末までの実績（一部予定を含む）

	③チームによる支援
	「診断支援チーム」の支援
	10校／年を

集中支援

(H23年度)
	―
	○H21～23年度：学校経営改善に取り組む府立学校10校を支援

	
	「育成支援チーム」の支援
	10校／年を

集中支援

(H23年度)
	―
	○H21年度：ミドルリーダー育成を支援（10校）
○H22年度：ミドルリーダー育成を支援（16校）
○H23年度：ミドルリーダー育成を支援（10校）

	④授業力の向上
	授業評価の導入・実施
	全府立学校

（H23年度）
	高：29.1％
支：28.0％
	○H23年度：府立高校全校で授業評価を導入･実施

	⑤家庭・地域と連携した取組みへの支援
	「学校評価」情報のホームページへの掲載
	全府立学校

(H23年度)
	50.5％
	H21年度：学校経営計画を学校HPに掲載している学校 60.4％

H22年度：学校経営計画を学校HPに掲載している学校 63.4％

H23年度：学校経営計画を学校HPに掲載している学校 71.7％


基本方針６　学校の組織力と学校へのチーム支援を強化します
	重点項目23　校務の効率化




【目標】

	教員が子どもと向き合う時間を確保するため、ICTの活用等により、校務の効率化を図る。


【主な取組み】

	項目
	目標
(目標年次)
	H20年度実績
	H23年度末までの実績（一部予定を含む）

	①ICT化の推進（府立学校）
	新ﾈｯﾄﾜｰｸとして「府立学校教職員ﾈｯﾄﾜｰｸ」の構築
	「府立学校教職員ﾈｯﾄﾜｰｸ」の構築

(H25年度)
	「府立学校教職員ネットワーク」の設計
	○H22年度：「府立学校教職員ポータルサイト」の構築

	
	４人に1台の配備状況の改善
	配備状況の

改善

（H25年度）
	４人に１台

(学校情報ﾈｯﾄﾜｰｸ上の端末）
	○H21年度：1人に1台(国基準)達成
○H22年度：校務にＩＣＴを活用する能力81.2％
○H23年度：校務処理システムの開発

（H24年2月からパイロット校（22校）で実証テストを実施中）
○H22～23年度：府立学校統合ICTﾈｯﾄﾜｰｸの検討


資料５
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